
・スポーツと文化活動を通じた青梅市における障害者の生涯学習観
光の構築(当事者・支援者の意識変容)と、障害当事者を中心とした支
援者の情報ネットワークの構築

その他

事業名

事業の趣旨・目的
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事業内容

事業終了後の目指す方向性

団体名（所在地：○○○）NPO法人障がい者スポーツクラブHIMAWARI（所在地：東京都青梅市）

スポーツと文化を通じた青梅市における障害者の生涯学習環境構築事業

事業実施体制・連携先

青梅市、青梅市教育委員会、
青梅市社会福祉協議会、

医療福祉関係施設、社会教育施設関係者

HIMAWARI
LINE公式アカウント開設

生きフェス
LINE公式アカウント開設

①障害当事者が、スポーツ・アートなど、自分自身の興味・関心に応じて地域で
生き生きと暮らしていくことができる社会づくり。

②施設や団体に所属していない在宅当事者が参加し、居場所を見つけることがで
きる手段の確立

③市における地域福祉計画や生涯学習推進計画への反映

【6月】 モデルイベントの実施

【8月】昨年度のアンケートで回答が多かっ
た歌のイベントを実施

【8～10月】
当事者も共に学ぶスポーツプログラム

【9～12月】障害の理解を深めるプログラム

【9～11月】情報交換できるプログラム

・生き方フェスティバルin青梅2024にて、昨年の事業の報告と今年のプログラムを案内する。
・同時にアンケート実施、参加賞をあーとじまんの作品から作成、子供のプログラムを取り入れる等の工夫

・パラ☆のどじまん 実施
・地域の小中学生以上の方で、音響のボランティアしたい方（初心者可）

・当事者も参加するボッチャ審判勉強会
・勉強会に参加した方が審判するボッチャ大会

・聴覚障害者が講師になり、手話で行う陸上競技 やり投げ体験

・車いす整備講習（外部講師によるプログラム）
・車椅子ラグビー試合にてボランティア体験

・所属していない当事者への文化活動プログラム
・１１月中間報告、３月成果報告時に、展示発表する【6月～２月】文化活動プログラム
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